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山
部
赤
人
九
四
五
番
歌
「
都
太
の
細
江
」
考

『
万
葉
集
』
の
表
現
を
中
古
の
表
現
か
ら
見
る
こ
と
の
可
能
性田

口

尚

幸

序

本
稿
は
、
山
部
赤
人
に
よ
る
『
万
葉
集
』
九
四
二
｜
九
四
五
番
歌
す
な

わ
ち
辛
荷
島
歌
を
と
り
あ
げ
、
そ
の
第
三
反
歌
に
出
て
く
る
地
名
「
都

太
」（
原
文
「
都
太
」）
が
な
ぜ
詠
み
込
ま
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、「
都
太
」

と
い
う
地
名
表
現
に
い
か
な
る
含
意
性
が
あ
る
か
、
と
い
っ
た
問
題
を
考

察
す
る
も
の
で
あ
る
。「『
万
葉
集
』
の
表
現
を
中
古
の
表
現
か
ら
見
る
可

能
性
」
と
い
う
副
題
を
つ
け
た
と
お
り
、
時
代
の
下
る
中
古
か
ら
上
代
を

見
て
考
察
す
る
か
た
ち
を
と
る
。

ま
ず
は
、
辛
荷
島
歌
の
本
文
を
示
す
。

辛
荷
の
島
を
過
ぐ
る
時
に
山
部
宿
禰
赤
人
が
作
る
歌
一
首

せ

て
短
歌

あ
ぢ
さ
は
ふ
妹
が
目
離
れ
て

し
き
た
へ
の
枕
も
枕
か
ず

桜
皮
巻

き
作
れ
る
船
に

真
楫
貫
き

我
が
漕
ぎ
来
れ
ば

長
①
）

淡
路
の
野
島
も
過
ぎ

印
南
都
麻

辛
荷
の
島
の
島
の
間
ゆ

我
家

を
見
れ
ば

青
山
の
そ
こ
と
も
見
え
ず

白
雲
も
千
重
に
な
り
来
ぬ

長
②
）

漕
ぎ
廻
む
る
浦
の
こ
と
ご
と

行
き
隠
る
島
の
崎
々

隅
も
置
か
ず

思
ひ
そ
我
が
来
る

旅
の
日
長
み

長
③
）

反
歌
三
首

玉
藻
刈
る
辛
荷
の
島
に
島
廻
す
る
鵜
に
し
も
あ
れ
や
家
思
は
ざ
ら
む

反
①
）

島
隠
り
我
が
漕
ぎ
来
れ
ば
羨
し
か
も
大
和
へ
上
る
ま
熊
野
の
船反

②
）

風
吹
け
ば
波
か
立
た
む
と
さ
も
ら
ひ
に
都
太
の
細
江
に
浦
隠
り
居
り

反
③
）

赤
人
は
、
西
下
し
て
い
る
。
長
②
の
地
名
表
現
を
追
っ
て
み
る
と
、
海

路
、「
淡
路
の
野
島
」↓

印
南
都
麻
」↓

辛
荷
の
島
」
と
進
み
、
反
①
は
、

「
辛
荷
の
島
に
島
廻
す
る
鵜
」
を
見
て
の
詠
出
。
反
②
に
は
地
名
が
な
い

も
の
の
、
反
③
で
は
、「
辛
荷
の
島
」
よ
り
東
の
「
都
太
の
細
江
に
浦
隠

り
居
」
た
こ
と
を
詠
む
。
つ
ま
り
、
反
③
は
過
去
の
通
過
地
点
を
振
り
返

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
で
は
、
わ
ざ
わ
ざ
通
過
地
点
「
都
太
の
細
江
」
を

振
り
返
る
べ
き
必
然
性
は
ど
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

辛
荷
島
歌
に
関
す
る
先
行
研
究
と
そ
の
問
題
点
、
お
よ
び
、
私
の
表
現

方
法
論
の
詳
細
は
、
前
稿
「
山
部
赤
人
の
辛
荷
島
歌
の
表
現
方
法
｜『
万

葉
集
』
九
四
二
｜
九
四
五
番
歌
に
見
る

三
連
転
換

中
央
特
立

と
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そ
の

相
似
反
復

｜
」（
拙
著
『
万
葉
赤
人
歌
の
表
現
方
法

批
判
力
と

発
想
力
で
拓
く
国
文
学
』
平
22
・
３
鼎
書
房
）
に
譲
る
が
、
反
①
〜
③
に

つ
い
て
か
い
つ
ま
ん
で
言
え
ば
、
私
は
、
反
③
が
現
地
に
「
浦
隠
り
居
」

て
の
詠
出
で
あ
る
こ
と
を
静
止
画
に
た
と
え
、
反
①
・
②
も
交
え
て
、
静

止
画
／
動
画
／
静
止
画
で

中
央
特
立

す
る
メ
リ
ハ
リ
を
指
摘
し
た

（

中
央
特
立

と
は
、
三
つ
の
う
ち
の
ま
ん
な
か
が
際
立
つ
こ
と
を
意

味
す
る
）。
ま
と
め
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

反
①
…
現
地
に
棲
む
「
鵜
」
を
見
て
の
詠
出＝

静
止
画

反
②
…
西
下
し
て
「
来
」
て
、
東
上
す
る
「
ま
熊
野
の
船
」
を

「
羨
」
ん
で
の
詠
出＝
動
画

反
③
…
現
地
に
「
浦
隠
り
居
」
て
、
す
な
わ
ち
、
完
全
停
止
し
て
の

詠
出＝

静
止
画

加
え
て
、

反
①
…
現
地
の
「
鵜
」
へ
の
同
化
願
望

反
②
…
家
郷
の
「
大
和
へ
上
る
ま
熊
野
の
船
」
へ
の
「
羨
」
望

反
③
…
現
地
で
「
浦
隠
り
居
」
る
心
「
細
」
さ
に
集
中

と
言
え
る
と
こ
ろ
か
ら
、
向
現
地
意
識
／
向
家
郷
意
識
／
向
現
地
意
識
と

い
う
、
意
識
が
向
か
う
先
の

中
央
特
立

＝

メ
リ
ハ
リ
も
指
摘
し
た
。

要
す
る
に
、
現
地
で
の
完
全
停
止
お
よ
び
向
現
地
意
識
を
示
す
反
③
は
、

全
体
的
メ
リ
ハ
リ
を
計
算
し
て
必
然
的
に
そ
こ
に
置
か
れ
た﹇
注
１
﹈、
と

考
え
る
の
で
あ
る
が
、
一
応
、
前
稿
で
は
、

な
ぜ
数
あ
る
通
過
地
点
の
な
か
で
反
③
「
都
太
の
細
江
」（
用
字

「
都
太
乃
細
江
」）
が
選
ば
れ
た
か

と
い
う
問
題
に
関
し
て
も
、「
注
23
」
で
、

私
な
ら
、
鄙
に
い
る
の
に
「
都・
太
」、
お
よ
び
、「
都
太・
」
な
の
に

「
細・
江
」、
と
い
っ
た
言
葉
遊
び
の
可
能
性
を
考
る
。

と
言
及
し
た
。

本
稿
は
、
こ
の
言
及
を
補
足
す
る
も
の
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
上
代

の
『
万
葉
集
』
と
中
古
の
『
伊
勢
物
語
』
の
表
現
の
共
通
性
に
注
目
し
、

「
田
舎
に
い
る
の
に
『
都
〜
』
と
い
っ
た
面
白
み
」
を
ね
ら
っ
た
地
名
表

現
と
し
て
、「
都
太
」
を
と
ら
え
る﹇
注
２
﹈。

注
１

前
稿
で
は
、
反
①
〜
③
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
長
①
〜
③
も
含
め
て
の
全
体

的
メ
リ
ハ
リ
を
説
い
て
い
る
。

２

太
」
と
「
細
」
の
対
比
に
関
し
て
は
、
補
足
し
得
る
ア
イ
デ
ア
を
も
た
な

い
。

辛
荷
島
歌
に
お
け
る
地
名
表
現
の
含
意
性

た
だ
し
、「『
万
葉
集
』
の
表
現
を
中
古
か
ら
見
る
こ
と
の
可
能
性
」
を

説
く
前
に
、
お
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。「
都
太
」
と
い
う
地
名

表
現
の
含
意
性
を
説
く
場
合
、
辛
荷
島
歌
に
お
け
る
「
都
太
」
以
外
の
地

名
表
現
す
な
わ
ち
「
淡
路
」「
印
南
都
麻
」「
辛
荷
」（
原
文
「
淡
路
」「
伊

奈
美
嬬
」「
辛
荷
」）
に
含
意
性
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
は
、
気
に
な
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
も
し
ほ
か
の
地
名
表
現
に
特
別
な
意
味＝

含
意
性
が
認
め

ら
れ
れ
ば
、「
都
太
」
の
み
含
意
性
な
し
と
は
考
え
難
く
な
ろ
う
。「
淡

路
」「
印
南
都
麻
」「
辛
荷
」
の
含
意
性
に
関
し
て
は
、
前
稿
で
先
行
研
究

を
紹
介
・
首
肯
し
た
け
れ
ど
も
、
こ
こ
で
改
め
て
紹
介
し
な
お
し
、
私
な

り
の
補
強
も
加
え
て
お
こ
う
と
思
う
。

犬
養
孝
「
辛
荷
島
歌
考
｜
赤
人
美
の
構
造
の
一
面
｜
」（『
万
葉
の
風
土

続
』
昭
47
・
１
塙
書
房
は
、
阪
口
保
「
南

都
麻
考
」（『
萬
葉
地
理
研
究
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兵
庫
篇
』
昭
８
・
４
白
帝
書
房
）
を
踏
ま
え
、

辛
荷
」
の
「
辛から
し
」
に
掛
け
し
て
ゐ
る

と
指
摘
す
る
。
犬
養
は
『
万
葉
の
旅

下
』
五
五
頁
や
『
万
葉
の
こ
だ

ま
』
昭
57
・
４
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所
二
六
九
頁
で
も
「
印
南
都
麻
」
に
言
及
し

て
い
る
が
、
よ
り
わ
か
り
や
す
く
詳
し
い
も
の
と
し
て
は
、
次
に
あ
げ
る

神
野
富
一
『
万
葉
の
歌

人
と
風
土

⑥
兵
庫
』
昭
61
・
９
保
育
社
二
〇

〇
頁
が
あ
る
。

印
南
都
麻
」
に
は
原
文
「
伊
奈
美
嬬・
」
の
用
字
か
ら
も
察
せ
ら
れ

る
よ
う
に
、「
否
み
妻
」
の
連
想
が
あ
り
、
そ
し
て
否
み
妻
は
「
辛から

し
（
つ
ら
い
）」
と
い
う
つ
な
が
り
で
「
辛
荷
の
島
」
へ
と
接
続
し

て
い
く

｜
中
略
｜

さ
ら
に
、「
淡
路
」
に
も
「（
妹
に
）
逢
ふ
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
だ

ろ
う
。

｜
中
略
｜

航
程
の
叙
述
の
た
め
に
選
ば
れ
た
の
が
、
妻
を
連
想
さ
せ
る
淡
路
以

下
の
地
名
な
の
で
あ
る
。

「
淡
路
」「
印
南
都
麻
」
に
も
、
辛つら
さ
に
至
る
ま
で
の
妻
と
の
関
係
が
ほ

の
め
か
さ
れ
て
い
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
犬
養
も
、
神
野
も
、
用
字
や
響

き
に
込
め
ら
れ
た
地
名
表
現
の
含
意
性
を
看
破
し
て
お
り﹇
注
３
﹈、
卓
説

と
し
て
首
肯
で
き
る
。

ち
な
み
に
、
神
野
は
、『
万
葉
の
歌
』
一
八
〇
頁
で
は
、
長
②
「
淡
路

の
〜
我
家
を
見
れ
ば
」
と
並
ん
で
、

波
の
上
を

い
行
き
さ
ぐ
く
み

岩
の
間
を

い
行
き
も
と
ほ
り

稲
日
つ
ま

浦
廻
を
過
ぎ
て

鳥
じ
も
の

な
づ
さ
ひ
行
け
ば

と
い
う
丹
比
真
人
笠
麻
呂
五
〇
九
番
歌
を
と
り
あ
げ
、

淡
路
」・「
粟
島
」・「
家
の
島
」
と
、「（
妻
に
）
逢
ふ
」・「
家
」
な

ど
家
郷
に
ゆ
か
り
の
響
き
を
も
つ
地
名
を
点
綴
す
る
中
に
、
当
の

「
稲
日
つ
ま
」
も
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。

と
説
い
て
い
る
。
こ
れ
を
踏
ま
え
て
長
②
「
淡
路
」「
印
南
都
麻
」
を
見

る
と
、
一
層
神
野
説
に
頷
く
こ
と
が
で
き
る
。

も
う
一
点
、
屋
上
屋
を
架
す
こ
と
に
な
り
そ
う
で
は
あ
る
が
、
私
な
り

の
補
強
も
加
え
る
。
と
り
あ
げ
る
の
は
、

昔
よ
り
言
ひ
け
る
こ
と
の
韓から
国くに
の
辛から
く
も
こ
こ
に
別
れ
す
る
か
も

と
い
う
『
万
葉
集
』
三
六
九
五
番
歌
で
あ
る
（「
韓
国
の
辛
く
も
」
の
原

文
は
「
可
良
久
尓
能
可
良
久
毛
」）。『
新
編
全
集
』
の
訳
を
見
る
と
、

昔
か
ら

言
い
伝
え
ら
れ
た
よ
う
に

韓・
国・
の

か・
ら・
く・
｜
辛つら
く

も
こ
こ
で

お
別
れ
を
す
る
こ
と
か

と
あ
り
、
頭
注
に
は
、

言
ひ
け
る
こ
と
の
｜
こ
の
コ
ト
は
諺
の
意
。
ノ
は
、
〜
の
よ
う
に
、

の
意
。「
韓
」
と
「
辛
」
と
が
同
音
で
あ
る
こ
と
を
利
し
た
韓
旅
の

苦
難
を
語
る
伝
承
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

辛
く
も
｜
こ
の
辛
シ
は
｜
中
略
｜
別
れ
の
辛つら
さ
を
表
す
。

と
あ
る
。
こ
の
三
六
九
五
番
歌
は
、
辛
荷
島
歌
の
「
辛
荷
」
に
「
辛から
し
」

す
な
わ
ち
辛つら
さ
を
読
み
と
る
犬
養
説
を
、
類
例
と
し
て
補
強
し
得
る
。
そ

も
そ
も
、「
辛
荷
」
と
は
、『
播
磨
国
風
土
記
』
楫
保
郡
に
、

韓
荷
嶋

韓
人
、
船
を
破
り
て
、
漂
へ
る
物
、
此
の
嶋
に
漂
い
就
き

き
。
故
、
韓
荷
嶋
と
號
く
。

と
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
す
る
と
、
本
来
は
「
韓
荷
」
で
あ
り﹇
注
４
﹈、
そ
れ

を
赤
人
が
辛
荷
島
歌
に
お
い
て
「
辛
荷
」
に
変
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
と
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す
れ
ば
、
ま
さ
に
、「
韓
」↓

辛から
」
シ＝

辛つら
」
シ
の
三
六
九
五
番
歌
に
通

じ
、
三
六
九
五
番
歌
に
よ
っ
て
辛
荷
島
歌
の
「
辛
」
の
含
意
性
が
補
強
さ

れ
る
。

以
上
、「
都
太
」
以
外
の
地
名
表
現
「
淡
路
」「
印
南
都
麻
」「
辛
荷
」

に
は
、
含
意
性
が
認
め
ら
れ
た
。
従
っ
て
、「
都
太
」
の
み
含
意
性
な
し

と
は
考
え
難
い
。
次
節
か
ら
は
、「
都
太
」
に
含
意
性
あ
り
と
し
て
、
論

を
進
め
る
。

注
３

用
字
に
特
別
な
意
味
を
込
め
る
例
と
し
て
は
、
拙
著
『
万
葉
赤
人
歌
』
第

四
・
七
章
で
と
り
あ
げ
た
吉
野
讃
歌
第
一
歌
群
の
「
象
」
や
春
日
野
歌
に
見

ら
れ
る
「
容
」
が
、
同
様
の
含
意
性
と
考
え
ら
れ
る
。

４

現
在
の
地
名
も
、「
韓
」
に
通
じ
る
「
唐
」
を
用
い
た
「
唐
荷
」
で
あ
る
。

『
万
葉
集
』
の
「
都
鳥
」「
都
太
」
を
『
伊
勢
物

語
』
九
・
一
一
五
段
か
ら
見
る

地
名
表
現
「
都
太
」
に
含
意
性
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
含
意
性
は
、

一
体
、
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
前
々
節
で
述
べ
た
と
お
り
、
私

は
、「
田
舎
に
い
る
の
に
『
都
〜
』
と
い
っ
た
面
白
み
」
を
ね
ら
っ
た
も

の
と
考
え
る
。
本
節
で
は
、
は
じ
め
に
、『
万
葉
集
』
四
四
六
二
番
歌
の

「
都
鳥
」（
原
文
「
美
夜
故

里
」）
と
『
伊
勢
物
語
』
九
段
第
三
部
の

「
都
鳥
」
の
共
通
性
に
注
目
す
る
伊
藤
博
『
釈
注
』
の
指
摘
を
紹
介
・
首

肯
し
、
次
に
、
辛
荷
島
歌
反
③
「
都
太
」
と
『
伊
勢
物
語
』
一
一
五
段

「
都
島
」
の
「
都
」
の
共
通
性
に
注
目
し
て
、「
田
舎
に
い
る
の
に
『
都

〜
』
と
い
っ
た
面
白
み
」
を
ね
ら
っ
た
地
名
表
現
と
し
て
「
都
太
」
を
と

ら
え
る
。

『
万
葉
集
』
四
四
六
二
番
歌
は
、

舟
競
ふ
堀
江
の
川
の
水
際
に
来
居
つ
つ
鳴
く
は
都
鳥
か
も

と
い
う
歌
で
あ
る
。
伊
藤
『
釈
注
』
は
、
四
四
六
〇
｜
四
四
六
二
番
歌
の

作
者
を
「
四
四
五
七
の
歌
を
詠
ん
だ
主
賓
、
兵
部
少
輔
大
伴
家
持
」
と
考

え
る
。
そ
し
て
、
作
歌
事
情
に
関
し
、

太
上
天
皇
行
幸
先
の
難
波
堀
江
に
お
い
て
、
兵
部
大
丞
大
原
今
城
が

読
誦
し
た
歌
（
四
四
五
九
左
注
参
照
）
に
刺
戟
さ
れ
な
が
ら
詠
ま
れ

た

と
か
、難

波
堀
江
を
め
ぐ
る
望
郷
歌
で
、
四
四
五
九
の
歌
に
応
じ
て
詠
ん
だ

と
か
考
え
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
長
く
は
な
る
も
の
の
、
重
要

箇
所
ゆ
え
、
そ
の
ま
ま
引
用
す
る
。

筆
者
な
り
に
目
下
の
歌
を
く
だ
い
て
理
解
す
れ
ば
、

舟
が
漕
ぎ
競
う
堀
江
の
川
の
水
際
、
こ
の
水
際
に
降
り
立
ち
群

れ
居
つ
つ
ミ
ヤ
ミ
ヤ
と
鳴
き
立
て
る
の
は
、
都
鳥
な
の
か
な

あ
。
あ
あ
、
鳥
ま
で
が
都
を
慕
う
て
鳴
い
て
い
る
。（
四
四
六

二
）

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
家
持
は
、「
都
鳥
」
と
い
う
鳥
が
い
る
こ
と

は
前
々
か
ら
知
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
眼
前
で
ミ
ヤ
ミ
ヤ
と
鳴
く

鳥
を
見
て
、
都
に
思
い
を
寄
せ
る
我
が
身
か
ら
、
あ
れ
が
聞
き
知
る

都
鳥
な
の
か
、
自
分
の
今
の
思
い
と
同
じ
な
の
だ
な
あ
と
、
感
慨
に

耽
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
結
句
の
「
都
鳥
か
も
」
の
「
か
も
」

は
、『
新
編
全
集
』
に
「
何
々
ハ
」（
体
言
）
に
対
応
し
て
「
文
末
が

カ
（
モ
）・
カ
ヤ
な
ど
で
終
る
形
式
は
、
疑
問
か
、
反
語
か
、
詠
嘆

か
、
分
ら
な
い
」
と
あ
る
と
お
り
、
判
断
が
む
つ
か
し
い
。
だ
が
、
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歌
の
流
れ
か
ら
見
て
、
疑
問
の
中
に
詠
嘆
の
こ
も
る
用
法
と
見
て
狂

い
は
あ
る
ま
い
。「
ミ
ヤ
ミ
ヤ
と
鳴
く
か
ら
都
鳥
な
の
だ
な
あ
」（
詠

嘆
）
で
は
郷
愁
に
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
今
の
歌
は
、『
伊
勢
物
語
』
第
九
段
に
、

な
ほ
ゆ
き
ゆ
き
て
、
武
蔵
の
国
と
下
総
の
国
と
の
中
に
、
い
と

お
ほ
き
な
る
河
あ
り
。
そ
れ
を
角
田
河
と
い
ふ
。
そ
の
河
の
ほ

と
り
に
む
れ
ゐ
て
、「
思
ひ
や
れ
ば
、
か
ぎ
り
な
く
、
遠
く
も

き
け
る
か
な
」
と
わ
び
あ
へ
る
に
、
渡
守
「
は
や
舟
に
乗
れ
。

日
も
暮
れ
ぬ
」
と
い
ふ
に
、
乗
り
て
渡
ら
む
と
す
る
に
、
み
な

人
も
の
わ
び
し
く
て
、
京
に
思
ふ
人
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
、
さ

る
折
し
も
、
し
ろ
き
鳥
の
嘴
と
脚
と
あ
か
き
、
鴫
の
お
ほ
き
さ

な
る
、
水
の
う
へ
に
遊
び
つ
つ
魚
を
く
ふ
。
京
に
は
見
え
ぬ
鳥

な
れ
ば
み
な
人
知
ら
ず
。
渡
守
に
問
ひ
け
れ
ば
、「
こ
れ
な
む

都
鳥
」
と
い
ふ
を
聞
き
て
、

名
に
し
お
は
ば
い
ざ
こ
と
問
は
む
都
鳥
わ
が
思
ふ
人
は
あ

り
や
な
し
や
と

と
よ
め
り
け
れ
ば
、
舟
こ
ぞ
り
て
泣
き
け
り
。

と
語
る
切
実
な
話
の
先

を
な
す
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
業
平
の

「
都
鳥
」
が
家
持
の
「
都
鳥
」
と
同
種
か
異
種
か
は
問
う
必
要
が
な

い
。
い
ず
れ
の
鳥
も
、
ミ
ヤ
と
聞
こ
え
る
そ
の
声
か
ら
名
づ
け
ら

れ
、
都
人
は
そ
の
ミ
ヤ
コ
を
我
が
身
に
引
き
つ
け
て
「
都
」
と
思
い

な
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
人
び
と
は
、
そ
の
根
幹
の
と
こ
ろ
が
、
家

持
と
業
平
と
で
相
通
う
こ
と
だ
け
を
知
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。

『
伊
勢
物
語
』
を
引
く
の
な
ら
、
正
確
に
は
「
業
平
」
で
は
な
く
「
男
」

「
昔
男
」「
主
人
公
」
な
ど
と
呼
ぶ
べ
き
で
あ
ろ
う
し
、「
業
平
」
と
呼
ぶ

の
な
ら
、『
伊
勢
物
語
』
九
段
第
三
部
で
は
な
く
『
古
今
集
』
四
一
一
番

歌
を
引
く
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
重
要
な
の
は
、
既
に
伊
藤
『
釈
注
』
が

『
万
葉
集
』
の
表
現
を
中
古
の
表
現
か
ら
見
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
先
学
は
、『
万
葉
集
』
四
四
六
二
番
歌
を
『
伊
勢
物
語
』
九
段
第
三

部
す
な
わ
ち
東
下
り
の
一
コ
マ
か
ら
見
て
い
た
。
慧
眼
と
言
え
よ
う
。

ち
な
み
に
、
ま
た
前
節
同
様
屋
上
屋
を
架
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
そ

う
で
は
あ
る
が
、
私
な
り
の
補
強
も
加
え
て
お
く
。
難
波
行
幸
従
駕
に
際

し
て
の
懐
郷
の
念
の
詠
出
と
し
て
は
、『
万
葉
集
』
に
、

葦
辺
行
く
鴨
の
羽
交
ひ
に
霜
降
り
て
寒
き
夕
へ
は
大
和
し
思
ほ
ゆ

と
い
う
六
四
番
歌
や
、

大
和
恋
ひ
い
の
寝
ら
え
ぬ
に
心
な
く
こ
の
洲
崎
廻
に
鶴
鳴
く
べ
し
や

と
い
う
七
一
番
歌
を
見
出
し
得
る
。
こ
れ
ら
の
懐
郷
の
念
を
も
と
に
四
四

六
二
番
歌
を
見
る
な
ら
ば
、
伊
藤
『
釈
注
』
の
指
摘
ど
お
り
、「
ミ
ヤ
ミ

ヤ
と
鳴
き
立
て
る
の
は
、
都
鳥
な
の
か
な
あ
。
あ
あ
、
鳥
ま
で
が
都
を
慕

う
て
鳴
い
て
い
る
」
と
い
う
「
望
郷
歌
」
で
あ
ろ
う
し
、『
伊
勢
物
語
』

九
段
第
三
部
の
「
先

」
で
あ
ろ
う
。

な
ら
ば
、
辛
荷
島
歌
反
③
「
都
太
」
は
ど
う
か
。『
万
葉
集
』
四
四
六

二
番
歌
と
『
伊
勢
物
語
』
九
段
第
三
部
に
は
、「
田
舎
に
い
る
の
に
『
都

〜
』
と
い
っ
た
面
白
み
」
と
、「
都
」
に
対
す
る
懐
郷
の
念
が
、
と
も
に

あ
っ
た
。
一
方
、「
都
太
」
の
場
合
は
、「
田
舎
に
い
る
の
に
『
都
〜
』
と

い
っ
た
面
白
み
」
は
あ
ろ
う
け
れ
ど
、「
都
」
に
対
す
る
懐
郷
の
念
と
な

る
と
、
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
前
々
節
で
紹
介
し
た
と
お
り
、「
田
舎
に
い

る
の
に
『
都
〜
』
と
い
っ
た
面
白
み
」
を
ね
ら
っ
て
「
鄙
に
い
る
の
に

『
都・
太
』」
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
全
体
的
メ
リ
ハ
リ
か
ら
す
れ
ば
、
反
③

に
あ
る
の
は
向
現
地
意
識
で
あ
り
、「
都
」
に
向
け
て
の
向
家
郷
意
識
で

― 5―



は
な
い
。
前
稿
に
お
い
て
も
、

反
③
に
な
る
と
、
向
家
郷
意
識
の
な
さ
が
徹
底
し
て
く
る
。「
浦
隠

り
居
」
る
心
「
細
」
さ
と
い
う
向
現
地
意
識
に
集
中
し
、
懐
郷
の
念

を
示
さ
な
い
。

と
述
べ
た
。「
都
」
に
対
す
る
懐
郷
の
念
が
あ
る
の
は
、
向
家
郷
意
識
が

「
羨
」
望
と
し
て
噴
出
す
る
反
②
で
あ
り
、
反
③
は
言
わ
ば
そ
の
引
き
立

て
役
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
反
③
で
は
「
都
」
に
対
す
る
懐
郷
の

念
は
読
ま
ず
、「
田
舎
に
い
る
の
に
『
都
〜
』
と
い
っ
た
面
白
み
」
を
読

む
程
度
に
と
ど
め
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、「
都
」
に
対
す
る
懐
郷
の
念
が
強
く
な
く
、
そ
れ
で
い
て
「
田

舎
に
い
る
の
に
『
都
〜
』
と
い
っ
た
面
白
み
」
を
ね
ら
っ
て
い
る
表
現

は
、
辛
荷
島
歌
反
③
以
外
に
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の

が
、
や
は
り
『
伊
勢
物
語
』
の
一
一
五
段
に
あ
る
「
都
島
」
で
あ
る
。

本
文
は
、
次
の
と
お
り
。

昔
、
陸
奥
の
国
に
て
、
男
、
女
、
住
み
け
り
。
男
、「
都
へ
い
な
む
」

と
言
ふ
。
こ
の
女
、
い
と
悲
し
う
て
、
馬
の
は
な
む
け
を
だ
に
せ
む

と
て
、
お
き
の
ゐ
て
都
島
と
い
ふ
所
に
て
、
酒
飲
ま
せ
て
詠
め
る
。

お
き
の
ゐ
て
身
を
焼
く
よ
り
も
悲
し
き
は
都
島
辺
の
別
れ
な
り

け
り

田
舎
女
が
、
都
出
身
と
お
ぼ
し
き
昔
男
に
向
け
て
、「
お
き
の
ゐ
て
都
島
」

と
い
う
地
名
を
詠
み
込
ん
だ
歌
を
贈
っ
て
い
る
。
訳
せ
ば
、
次
の
よ
う
に

な
る
。熾おき

火び＝

赤
く
燃
え
た
炭
火
が
く
っ
つ
い
て
身
を
焼
く
よ
り
も
悲
し
い

の
は
、
こ
の
都
島
あ
た
り
で
の
あ
な
た
様
と
の
お
別
れ
で
す
よ
。

『
伊
勢
物
語
』
の
昔
男
と
言
え
ば
、
田
舎
お
よ
び
田
舎
人
に
対
し
馴
染
め

な
か
っ
た
り
侮
蔑
し
た
り
す
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
が
、
実
は
、
例
外
な
く

そ
う
な
の
で
は
な
い
。「
必
然
的
な
死
を
迎
え
る
昔
男
｜
伊
勢
物
語
一
一

五
〜
一
二
五
段
に
見
る
妥
協
・
諦
観
・
終
焉
｜
」（
拙
著
『
伊
勢
物
語
相

補
論
』
平
15
・
９
お
う
ふ
う
）
や
拙
著
『
伊
勢
物
語
入
門
』
平
16
・
６
鼎

書
房
一
三
三
〜
一
三
七
頁
で
述
べ
た
と
お
り
、
老
い
が
感
じ
ら
れ
る
一
一

五
・
一
一
六
・
一
二
三
段
な
ど
は
例
外
と
な
る
。
一
一
六
・
一
二
三
段
に

は
、
ミ
ヤ
ビ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
喪
失
あ
る
い
は
ヒ
ナ
ビ
へ
の
決
定

的
妥
協
が
認
め
ら
れ﹇
注
５
﹈、
一
一
六
段
お
よ
び
そ
の
直
前
の
一
一
五
段

に
は
、
田
舎
女
に
対
す
る
侮
蔑
が
な
い
。
一
一
五
段
は
、
帰
京
宣
言
の
あ

る
陸
奥
章
段
と
は
言
え
、
同
じ
く
帰
京
宣
言
の
あ
る
陸
奥
章
段
の
一
四
段

と
ち
が
っ
て
、
ミ
ヤ
ビ
至
上
主
義
お
よ
び
そ
れ
と
表
裏
を
な
す
ヒ
ナ
ビ
否

定
が
認
め
ら
れ
な
い
（
若
き
日
の
一
四
段
に
は
田
舎
女
に
対
す
る
侮
蔑
が

あ
る
）。
つ
ま
り
、
九
段
第
三
部
や
一
四
段
を
含
む
東
下
り
章
段
群
ほ
ど

に
は
こ
だ
わ
り
が
な
く
、「
都
」
に
対
す
る
懐
郷
の
念
が
強
く
な
い
と
言

え
る
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
都
島
」
に
つ
い
て
は
、「
田
舎
に
い
る
の
に

『
都
〜
』
と
い
っ
た
面
白
み
」
を
読
み
と
る
程
度
に
と
ど
め
て
お
き
た
い

の
で
あ
る
。

都
」
に
対
す
る
懐
郷
の
念
が
強
く
な
く
、
そ
れ
で
い
て
「
田
舎
に
い

る
の
に
『
都
〜
』
と
い
っ
た
面
白
み
」
を
ね
ら
っ
て
い
る
表
現
と
し
て
あ

げ
ら
れ
る
の
は
、
一
つ
は
『
万
葉
集
』
の
辛
荷
島
歌
反
③
「
都
太
」、
も

う
一
つ
は
『
伊
勢
物
語
』
の
一
一
五
段
「
都
島
」。
上
代
と
中
古
。
伊
藤

『
釈
注
』
が
『
万
葉
集
』
四
四
六
二
番
歌
を
『
伊
勢
物
語
』
九
段
第
三
部

か
ら
見
た
の
と
同
様
に
、
辛
荷
島
歌
反
③
「
都
太
」
は
一
一
五
段
「
都

島
」
か
ら
見
れ
ば
い
い
。「『
万
葉
集
』
の
表
現
を
中
古
の
表
現
か
ら
見
る

可
能
性
」
と
は
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
な
の
で
あ
る
。
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注
５

伊
勢
物
語
全
段
動
画
講
義
」
第
41
・
42
回
で
も
述
べ
て
い
る
（h

ttp
: //

w
w
w
.k
o
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u
g
o
.a
ich
i -ed

u
.a
c
.jp
/ta

g
u
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o
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g
a
.h
tm

）。

藤
原
家
之
山
池
歌
・
真
間
娘
子
歌
を
中
古
か
ら

見
る

『
万
葉
集
』
の
表
現
を
中
古
の
表
現
か
ら
見
る
可
能
性
」
に
つ
い
て
、

関
連
し
て
、
辛
荷
島
歌
以
外
の
赤
人
歌
に
も
言
及
し
て
お
こ
う
。
拙
著

『
万
葉
赤
人
歌
』
で
は
辛
荷
島
歌
以
外
の
赤
人
歌
も
と
り
あ
げ
て
お
り
、

「『
万
葉
集
』
の
表
現
を
中
古
の
表
現
か
ら
見
る
可
能
性
」
と
い
う
こ
と

で
言
え
ば
、「
山
部
赤
人
の
藤
原
家
之
山
池
歌
の
表
現
方
法
｜『
万
葉
集
』

三
七
八
番
歌
に
見
る

絞
り
込
み

と
そ
の

同
調

｜
」
や
「
山
部
赤

人
の
真
間
娘
子
歌
の
表
現
方
法
｜『
万
葉
集
』
四
三
一
｜
四
三
三
番
歌
に

見
る
聞
く
歌
と
し
て
の
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
｜
」
が
該
当
す
る
。
繰

り
返
し
に
は
な
る
も
の
の
、「『
万
葉
集
』
の
表
現
を
中
古
の
表
現
か
ら
見

る
可
能
性
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
に
改
め
て
紹
介
す
る
こ
と
は
、
無
益

で
は
あ
る
ま
い
。
よ
っ
て
、
以
下
、
必
要
な
と
こ
ろ
の
み
紹
介
す
る
。

ま
ず
、
不
比
等
薨
後
の
園
池
の
さ
ま
を
詠
ん
だ
藤
原
家
之
山
池
歌
の
本

文
を
示
す
と
、

山
部
宿
禰
赤
人
、
故
太
政
大
臣
藤
原
家
の
山
池
を
詠
む
歌
一
首

い
に
し
へ
の
古
き
堤
は
年
深
み
池
の
渚
に
水
草
生
ひ
に
け
り

と
な
る
。
こ
こ
に
詠
み
込
ま
れ
た
「
水
草
」
の
用
例
は
、
上
代
で
は
ご
く

わ
ず
か
で
、『
万
葉
集
』
で
は
ほ
か
に
一
九
〇
八
・
二
二
七
二
番
歌
が
あ

る
の
み
で
、
上
代
で
は
『
出
雲
国
風
土
記
』
嶋
根
郡
に
「
水
草
川
」
を
見

出
し
得
る
程
度
で
あ
る
。「
水
草
川
」
が
「
水
草
」
に
由
来
す
る
名
で
あ

る
と
す
れ
ば
、
川
辺
に
自
然
に
茂
る
の
は
雑
草
ゆ
え
雑
草
を
示
唆
し
よ
う

が
、『
万
葉
集
』
の
三
例
は
「
水
草
」
の
正
体
を
判
断
す
る
材
料
に
は
な

ら
ず
、
結
局
、
上
代
だ
け
を
見
て
い
る
限
り
、
決
定
的
解
決
は
望
め
な

い
。
そ
こ
で
、
私
は
、
中
古
の
『
枕
草
子
』『
後
拾
遺
集
』『
源
氏
物
語
』

『
古
今
集
』『
千
載
集
』『
蜻
蛉
日
記
』
な
ど
の
用
例
か
ら
、「
水
草
」
が

園
池
の
荒
れ
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
り
、
排
除
す
べ
き
も
の
で
あ
っ
た

り
、
顧
み
ら
れ
な
い
状
態
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
を
示

し
、
雑
草
説
を
主
張
し
た
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
雑
草
が
生
え
る
背
景
に
関
し
て
も
、

不
比
等
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
は
庭
園
の
管
理
に
心
を
砕
く
人
が
い
な

く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

｜
中
略
｜

邸
宅
の
主
人
自
ら
が
熱
意
を
以
て
維
持
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
、
技
術

者
の
払
底
か
ら
大
陸
の
渡
来
文
化
た
る
庭
園
は
荒
廃
し
か
ね
な
か
っ

た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

と
す
る
金
井
清
一
「
庭
園
」（『
万
葉
の
歌
と
環
境
』
平
８
・
５
笠
間
書

院
）
の
指
摘
を
引
用
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

私
は
、
後
代
の
『
源
氏
物
語
』
匂
宮
巻
を
思
い
出
し
た
。
光
源
氏
薨

後
の
六
条
院
に
つ
い
て
、
子
の
右
大
臣
夕
霧
が
、
自
分
の
生
き
て
い

る
間
だ
け
で
も
荒
廃
さ
せ
ま
い
、
と
述
べ
る
場
面
だ
（『
新
大
系
』

で
は
四
巻
二
一
四
頁
）。
子
が
栄
華
の
な
か
に
あ
っ
て
も
、
金
井
の

推
測
ど
お
り
、「
邸
宅
の
主
人
自
ら
」
の
「
熱
意
」
次
第
で
荒
廃
し

か
ね
な
い
こ
と
も
あ
る
。
雑
草
は
す
ぐ
成
長
す
る
も
の
だ
か
ら
、
手

入
れ
さ
れ
た
な
か
で
も
雑
草
が
散
見
さ
れ
る
時
は
あ
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
不
比
等
邸
に
お
い
て
も
、
手
入
れ
す
る
間
隔
が
あ
き
気
味
に
な
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っ
て
、
園
池
が
や
や
荒
れ
、
繁
茂
と
ま
で
は
い
か
な
く
て
も
、
水
辺

の
雑
草
と
お
ぼ
し
き
「
水
草
」
が
ち
ら
ほ
ら
目
立
つ
く
ら
い
の
時
は

あ
っ
た
ろ
う
。

こ
れ
も
、「『
万
葉
集
』
の
表
現
を
中
古
の
表
現
か
ら
見
る
可
能
性
」
の
一

例
と
言
え
よ
う
。

ま
た
、
散
見
さ
れ
る
雑
草
を
歌
に
詠
む
感
性
に
関
し
て
も
、『
枕
草
子
』

『
後
拾
遺
集
』
か
ら
考
察
す
る
こ
と
で
答
を
導
き
出
し
た
。『
枕
草
子
』

で
は
、女

一
人
住
む
と
こ
ろ
は
、
い
た
く
あ
ば
れ
て
築
土
な
ど
も
全
か
ら

ず
、
池
な
ど
あ
る
と
こ
ろ
も
水
草
ゐ
、
庭
な
ど
も
蓬
に
茂
り
な
ど
こ

そ
せ
ね
ど
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
砂
子
の
な
か
よ
り
青
き
草
う
ち
見

え
、
淋
し
げ
な
る
こ
そ
あ
は
れ
な
れ
。
も
の
賢
げ
に
な
だ
ら
か
に
修

理
し
て
、
門
い
た
く
固
め
、
際
々
し
き
は
、
い
と
う
た
て
お
ぼ
ゆ

れ
。

と
い
う
一
七
一
段
や
、

い
つ
も
、
全
て
、
池
あ
る
と
こ
ろ
は
あ
は
れ
に
を
か
し
。

｜
中
略
｜

わ
ざ
と
つ
く
ろ
ひ
た
る
よ
り
も
、
う
ち
捨
て
て
水
草
が
ち
に
荒
れ
、

青
み
た
る
絶
え
間
絶
え
間
よ
り
月
影
ば
か
り
は
白
々
と
映
り
て
見
え

た
る
な
ど
よ
。

と
い
う
巻
末
付
載
二
七
段
、
あ
る
い
は
、

お
も
し
ろ
き
家
の
、
木
立
焼
け
失
せ
た
る
。
池
な
ど
は
さ
な
が
ら
あ

れ
ど
、
浮
草
水
草
な
ど
茂
り
て
。

と
い
う
一
五
六
段
を
紹
介
し
、
閑
寂
な
趣
を
感
じ
る
感
性
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た﹇
注
６
﹈。
そ
う
し
た
感
性
の
例
は
『
後
拾
遺
集
』
に
も
見
ら

れ
、

池
水
の
水
草
も
と
ら
で
青
柳
の
払
ふ
下
枝
に
ま
か
せ
て
ぞ
見
る

と
い
う
七
五
番
歌
が
該
当
す
る
。「
本
来
庭
の
池
な
ど
の
荒
れ
果
て
た
様

子
を
表
現
す
」
べ
き
「
み
く
さ
」
を
「
風
情
の
あ
る
も
の
と
し
て
と
ら
え

直
」
す
、「
自
然
の
ま
ま
が
風
流
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
」、
と
い
っ
た
犬

養
廉
・
平
野
由
紀
子
・
い
さ
ら
会
『
後
拾
遺
和
歌
集
新
釈
』
の
解
説
を
紹

介
し
、
閑
寂
説
を
補
強
し
た
の
で
あ
っ
た
。

一
方
、
真
間
娘
子
歌
は
、『
伊
勢
物
語
』
九
七
段
と
関
連
づ
け
た
。
九

七
段
は
、

昔
、
堀
河
の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
と
申
す
、
い
ま
そ
か
り
け
り
。
四

十
の
賀
、
九
条
の
家
に
て
せ
ら
れ
け
る
日
、
中
将
な
り
け
る
翁
、

桜
花
散
り
交
ひ
曇
れ
老
い
ら
く
の
来
む
と
い
ふ
な
る
道
ま
が
ふ

が
に

と
い
っ
た
内
容
で
、「
翁
」＝

昔
男
の
歌
に
関
し
て
は
、『
集
成
』
や
『
旺

文
社
全
訳
古
語
辞
典
』﹇
注
７
﹈の
解
説
が
本
質
を
言
い
当
て
て
い
よ
う
。

前
者
一
八
〇
〜
一
八
一
頁
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る﹇
注
８
﹈。

当
時
の
歌
の
披
露
は
、
一
句
一
句
ゆ
っ
く
り
と
、
特
に
上
の
句
の
終

り
で
は
、
大
き
く
息
を
休
め
る
形
で
な
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。

さ
く
ら
ば
な

ち
り
か
ひ
く
も
れ

お
い
ら
く
の
｜

初
句
に
問
題
は
な
い
け
れ
ど
も
、
第
二
句
の
「
散
り
…
曇
れ
」
は
、

不
吉
な
匂
い
を
漂
わ
せ
た
言
葉
で
あ
る
。
四
十
歳
を
境
と
し
て
、
以

後
を
老
人
と
考
え
る
の
が
当
時
の
習
い
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
こ
そ
賀

は
め
で
た
い
言
葉
ば
か
り
を
使
う
の
が
礼
法
で
あ
る
中
で
、
こ
れ
は

賀
の
言
葉
と
し
て
は
異
様
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。
ま
し
て
第
三
句

「
老
い
ら
く
」
は
、
こ
ん
な
場
合
タ
ブ
ー
と
す
べ
き
言
葉
で
は
な
い
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か
。「
散
れ
｜
曇
れ
｜
老
い
ら
く
」、
こ
の
不
吉
な
言
葉
を
連
ね
て
、

業
平
は
い
っ
た
い
権
力
者
に
向
っ
て
何
を
言
お
う
と
す
る
の
か
。
業

平
と
藤
原
氏
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
一
同
は
、
基
経
の
顔
色
を
う
か

が
い
つ
つ
、
事
の
先
行
き
に
か
た
ず
を
の
む
思
い
で
あ
っ
た
に
違
い

な
い
。こ

む
と
い
ふ
な
る

み
ち
ま
が
ふ
が
に

だ
が
下
の
句
は
、
人
々
の
動
揺
を
よ
そ
に
、
賀
の
歌
と
し
て
お
さ
ま

っ
て
し
ま
っ
た
。
公
の
席
で
、
立
派
に
賀
の
歌
と
し
て
通
る
も
の
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

祝
賀
の
流
れ
を
断
つ
第
二
〜
三
句
「
散
り
交
ひ
曇
れ
老
い
ら
く
の
」
は
意

外
か
つ
衝
撃
的
な
展
開
で
、
緊
張
を
一
気
に
解
く
第
四
〜
五
句
「
来
む
と

い
ふ
な
る
道
ま
が
ふ
が
に
」
の
言
い
逃
れ
も
ま
た
意
外
で
あ
る
。

私
は
、
こ
の
『
伊
勢
物
語
』
九
七
段
収
録
歌
の
第
二
〜
三
句
「
散
り
交

ひ
曇
れ
老
い
ら
く
の
」
を
、

我
も
見
つ
人
に
も
告
げ
む
勝
鹿
の
真
間
の
手
児
名
が
奥
つ
城
と
こ
ろ

と
い
う
真
間
娘
子
歌
第
一
反
歌
の
第
一
〜
二
句
「
我
も
見
つ
人
に
も
告
げ

む
」
と
重
ね
合
わ
せ
、
意
外
性
・
衝
撃
力
が
共
通
す
る
こ
と
や
、
と
も
に

享
受
者
を
引
き
つ
け
る
力
を
も
つ
こ
と
を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
九
七
段
収

録
歌
の
第
三
句
と
第
四
句
の
間
が
真
間
娘
子
歌
第
一
反
歌
で
は
第
三
〜
五

句
「
勝
鹿
の
真
間
の
手
児
名
が
奥
つ
城
」
に
相
当
し
、
同
じ
く
「
か
た
ず

を
の
む
」
時
間
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
り
、
緊
張
を
一
気
に
解

く
九
七
段
収
録
歌
第
四
〜
五
句
「
来
む
と
い
ふ
な
る
道
ま
が
ふ
が
に
」
と

真
間
娘
子
歌
第
一
反
歌
末
尾
「
と
こ
ろ
」
が
意
外
性
の
点
で
共
通
す
る
こ

と
を
指
摘
し
た
り
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
上
で
、
私
が
聞
く
歌
と
し
て
の

真
間
娘
子
歌
の
表
現
方
法
に
気
づ
き
得
た
の
は
『
伊
勢
物
語
』
の
研
究
者

で
あ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
、
と
振
り
返
っ
て
も
み
た
。
つ
ま
り
、『
万
葉

集
』
の
表
現
を
中
古
の
表
現
か
ら
見
た
か
ら
こ
そ
の
気
づ
き
、
と
い
う
わ

け
で
あ
る
。

藤
原
家
之
山
池
歌
と
真
間
娘
子
歌
。「『
万
葉
集
』
の
表
現
を
中
古
の
表

現
か
ら
見
る
可
能
性
」
は
、
辛
荷
島
歌
以
外
の
赤
人
歌
に
関
し
て
も
言
え

る
。注

６

章
段
番
号
は
『
新
大
系
』
に
よ
る
。

７

さ
く
ら
ば
な
…
」
の
項
で
、
第
二
・
三
句
の
「
縁
起
の
悪
」
さ
と
「
人
々
」

の
「
仰
天
」、
第
五
句
の
「
転
」
を
述
べ
て
い
る
。

８

前
節
で
も
述
べ
た
と
お
り
、『
伊
勢
物
語
』
を
引
く
の
で
あ
れ
ば
、
正
確
に

は
、「
業
平
」
で
は
な
く
、「
翁
」「
昔
男
」「
主
人
公
」
な
ど
と
呼
ぶ
べ
き
で

あ
ろ
う
。結

び

本
稿
は
、
研
究
余
滴
的
な
も
の
で
は
あ
る
が
、
辛
荷
島
歌
反
③
に
あ
る

地
名
表
現
「
都
太
」
の
含
意
性
の
問
題
は
、
前
稿
に
注
や
付
記
と
し
て
入

れ
る
に
は
量
が
多
く
、
独
立
し
た
論
文
と
し
て
世
に
問
わ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た
。

ま
た
、
独
立
し
た
論
文
に
す
る
必
要
性
は
、
も
う
一
つ
あ
っ
た
。
古
典

文
学
の
研
究
は
、
細
分
化
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
前
々
節
で

紹
介
・
首
肯
し
た
伊
藤
『
釈
注
』
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
例
外
も
あ
る
と
は

言
え
、
専
門
と
す
る
時
代
を
超
え
て
の
考
察
は
な
か
な
か
行
な
い
難
い
も

の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
私
自
身
、「『
万
葉
集
』
の
表
現
を
中
古
の
表
現
か

ら
見
る
可
能
性
」
な
ど
と
説
く
こ
と
は
、
ひ
ど
く
お
そ
ろ
し
い
行
為
で
あ
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っ
た
。
し
か
し
、
も
と
も
と
中
古
の
『
伊
勢
物
語
』
を
専
一
に
研
究
し
て

き
た
私
が
上
代
と
近
世
で
拙
著
各
一
冊﹇
注
９
﹈を
刊
行
す
る
過
程
で
痛
感

し
た
の
は
、
た
と
え
暴
虎

河
で
あ
ろ
う
と
叩
き
台
と
な
る
先
鋒
は
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
稿
も
ま
た
そ
う
し
た
叩
き

台
に
な
れ
ば
と
思
い
、
独
立
し
た
論
文
と
し
て
世
に
問
う
こ
と
に
し
た
。

専
門
と
す
る
時
代
を
超
え
て
の
考
察
が
増
え
る
一
助
と
な
れ
ば
、
誠
に
幸

い
で
あ
る
。

注
９

上
代
で
は
専
門
書
『
万
葉
赤
人
歌
』
を
刊
行
し
、
近
世
で
は
注
釈
書
『
箏
曲

地
歌
五
十
選

歌
詞
解
説
と
訳
』
平
21
・
１
邦
楽
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
刊
行
し

た
。

―10―


